2016年3月5日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第16章21～24節
・引用：第6章21、22節、第5章21節
『バガヴァッド・ギーター』第4章に書かれているヤッギャーのうちのひとつであるヨーガ・ヤッギャーに関連して、パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』について説明しています。

前回は『ヨーガ・スートラ』で説明されている８つの段階(アシュターンギカ・ヨーガ)の一番最後のサマーディについて説明しました。今日もその説明を続けます。
『ヨーガ・スートラ』ではダーラナー、ディヤーナ、サマーディといういずれも集中に関係のある最後の3つの段階をあわせてサンヤマと呼びます。

ラージャ・ヨーガ(『ヨーガ・スートラ』)以外のバクティ・ヨーガやギャーナ・ヨーガの瞑想においても集中することは非常に重要であり、3つの段階をひとつのセットとして考える『ヨーガ・スートラ』のこのサンヤマのアイデアを活かすことができます。

最初からいきなり長時間集中して瞑想することは難しいので、まず12秒の集中であるダーラナーから始めるのはどのヨーガの瞑想でも有効です。
そしてラージャ・ヨーガの瞑想で特徴的なのは、心で心に集中するということです。

『ヨーガ・スートラ』(1.2)にヨーガの定義として、
ヨーガ・チッタ・ヴリッティ・ニローダハ(Yoga chitta vritti nirodhah)

　　　　(「ヨーガとは心の働きを鎮めること」)
とあるように、ラージャ・ヨーガでは集中の対象は心です。

心は絶えず波立っています。この場合の波とは考えのことです。
湖の湖面が波立つ時は風が原因ですが、心を波立たせる風とは欲望です。

欲望がなければ心は静かであり、すぐにサマーディに入ることができます。

我々は朝目覚めてから夜眠りにつくまでの間だけでなく、睡眠中の夢の中でも欲望に支配されています。そしてこれは生まれてから死ぬまで一生続きます。

ヨーガの定義「ニローダハ」の意味は「静かになる」ということであり、これを「止める」と言ってしまうとそこには否定的なニュアンスが感じられます。

心の動きを強引に抑圧することは出来たとしても、それに対する反動が生まれます。

心を無理矢理抑えこむのではなく、自然に静かになるようにするのが肯定的なやり方です。

現代の心理学者は[抑圧]の問題について語ります。

過剰な抑圧は様々な病気の原因となります。

『ヨーガ・スートラ』の方法は[抑圧]ではなく[超越]です。
超越が可能なのはそこに大きな理想、つまり霊的な目的があるからです。

抑圧と超越の違いが分かりますか？
目的がないから抑圧するのであり、目的があれば超越が可能でそこには抑圧に伴う反動はなく、得られる結果も大きいのです。

パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』の目的は心を静かにして、その大きな成果である安定した幸せ、平安、真理の理解、を手に入れることです。
抑圧はうつ病などの心の病気や様々な問題を生じます。

先ほども言ったように12秒間集中できればそれはダーラナーですが、我々が使う一般的な言葉ではこれも瞑想と呼んでいます。サマーディについてもこれを瞑想と考える人もいます。
『ヨーガ・スートラ』では用語を使い分けて、瞑想の段階を細かく区別しているわけです。
12秒の集中した瞑想がダーラナー、2分24秒の瞑想でディヤーナ、28分48秒の瞑想で最高のサマーディであるニルヴィカルパ・サマーディに入ることができます。
前回サヴィージャ・サマーディ/ニルヴィージャ・サマーディ、サンプラギャータ・サマーディ/アサンプラギャータ・サマーディについて説明しました。
最高のサマーディであるニルヴィージャ・サマーディのひとつ前の段階のサマーディであるサヴィージャ・サマーディの状態では、また種子(ヴィージャ)が残っています。

サムスカーラや欲望の種子です。

この種子が残っている限り、また生まれ変わったり、無知に堕したりする可能性があります。この状態はサマーディではあっても、最高のサマーディではないからです。
前回ラージャ・ヨーガ(『ヨーガ・スートラ』)、バクティ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガで使われるサマーディを表す表現について、その言葉の意味をそれぞれ説明しました。

ただし、サンプラギャータ・サマーディ/アサンプラギャータ・サマーディの意味については説明しなかったのでそれについての質問がありました。今からその意味を説明します。

サンプラギャータ・サマーディの言葉の意味を日本語で説明するのは少し難しいのですが、英語では、　Cognitive Absorption　 と表現できます。
あえて日本語で表現すると、心が内なる自己の理解(認識)に没頭している状態　となります。
Absorption(没頭状態)がサマーディのことです。
余談ですが仏教で使われる三昧(さんまい)という言葉は、サマーディがもとになっている可能性があります。

ひとつ例を挙げると、インドのサンスクリットのディヤーナが中国に渡りチャンという発音に変化し、それが日本に伝わり日本語の禅(ぜん)となった、という説が有力です。
サンスクリットのホーマが日本語の護摩(ごま)に転訛したという例もあります。

同様にはっきり確認したわけではありませんが、サマーディが三昧(さんまい)に変化したということは十分に考えられます。

話を戻しますが、このサンプラギャータ・サマーディはとても高い状態ではありますが、最高の状態ではありません。

瞑想・瞑想の対象・瞑想者の三者が接近してはいるものの、まだ一体にはなっていません。

理解に没頭していると言う時、瞑想者の内側には「私は内なる自己を理解している」というエゴがまだ残っています。私意識が存在していなければ理解ということはあり得ません。

とても瞑想の対象に近づいていて、得られるものも大きく、真理の知識があり、至福の状態ではあっても、まだ最高の状態ではなく無知の状態に逆戻りする恐れがあります。

再び輪廻してマーヤーに囚われる可能性があり、『ヨーガ・スートラ』の考え方では最高の状態ではありません。
では最高の状態であるアサンプラギャータ・サマーディの意味は何かといえば、先程の説明との対比で、Ultra-Cognitive Absorption  つまり　超越的理解に没頭している状態ということになります。

この状態では「私は理解している」という理解の気づきもなくなります。

なぜなら私が瞑想の対象とひとつになっているから。

私(自我)がなくなっていて、自我・瞑想・瞑想の対象がひとつになっているので、理解する主体である私も存在していません。

塩で作られた人形が海にはどれぐらいの量の水があるのか計りに行きました。

しかし海に入った瞬間その体は海の水に溶け込んでしまい、彼は二度と戻ってくることはありませんでした。

とても分かりやすいけれどもとても深い『ラーマクリシュナの福音』の中のニルヴィカルパ・サマーディ(アサンプラギャータ・サマーディ)を説明した寓話であり、塩はエゴの象徴です。

理解とは知性のレベルで私がするものですが、最高のサマーディ状態では知性も私も存在していないので、Ultra-Cognitive(ウルトラ理解＝超越的理解)と表現するのです。
前回説明したようにそれぞれのヨーガでこの最高の状態を表す言葉があります。

アサンプラギャータ・サマーディ  ：ラージャ・ヨーガ(ヨーガ・スートラ)
　 ニルヴィカルパ・サマーディ      ：ギャーナ・ヨーガ(ヴェーダーンタ) 

   マハーバーヴァ・サマーディ      ：バクティ・ヨーガ 
ではそれぞれのヨーガでは何を対象に瞑想するのかを比較してみます。

ヨーギ達(ラージャ・ヨーガ)は自分の心を対象として瞑想して、純粋な心とひとつになります。
仏教ではアートマンという言葉は使いませんが、純粋な心という表現は使われます。

仏教で言う[純粋な心]とヴェーダーンタの[アートマン]は同じことを意味します。
『ヨーガ・スートラ』の方法に従うならヨーギ達は心を認識し、心を分析し、心を瞑想し、最終的には心とひとつになることが目的とされていますが、この瞑想者が最終的に一体化すべき心とは純粋な心です。
ギャーナ・ヨーガでは瞑想者のことをギャーニと呼びます。

ギャーナ・ヨーガの瞑想の対象はブラフマンまたはアートマンですが、この二つは同じものであり、偉大なレベルか個人的なレベルかのレベルが違うだけです。
ニルヴィカルパ・サマーディではギャーニとブラフマン、アートマンがひとつになります。
バクティ・ヨーガでは瞑想者はバクタ(信者)、瞑想の対象はバカヴァン(神)です。
最後は信者と神がひとつになります。

ヨーガとは「ひとつになる」という意味であり、これはすべてのヨーガに共通することです。

アサンプラギャータ・サマーディ(ラージャ・ヨーガ)、ニルヴィカルパ・サマーディ(ギャーナ・ヨーガ)、マハーバーヴァ・サマーディ(バクティ・ヨーガ)は言葉と最初の道が違うだけで、そのアイデアや最終的な目的、得られる結果はどれも同じです。
大阪から東京に行きたいと思ったら、その方法が徒歩でも、新幹線でも、自動車でも、飛行機でも、最終的に東京に到着することは可能です。あなたはその中から選択できます。

チョイスがあるというのはヒンズー教の特徴であり、ラージャ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、バクティ・ヨーガのいずれか、あるいはそれらを組み合わせたものを選ぶのも自由です。
サマーディについてもう少しやさしく説明します。

我々の心の中には様々な欲望や、前世から引き継いだサムスカーラ(深い印象、傾向)があります。今生でも欲望は増大し、新しいサムスカーラが形成され蓄積されています。

この状態が続いている間サマーディは不可能ですが、すべてを超越して心が静かになればサマーディに入れます。

皆さんは時々「心が何も考えない状態になればそれはサマーディと一緒である」と誤解しますが、全くの間違いです。

霊的実践の結果、何も考えない状態になるのは必ずしも無理ではありません。

しかしそれはサマーディではありません。

試しにその何も考えていない状態のまま、外出して街中の色々なものを見てください。

たちまちあなたの心の中に欲望が生じます。
空っぽだと思っていたあなたの心のどこに欲望があったのでしょうか？

それは潜在意識の中に隠れていたのです。
カーペットの表面を掃除してきれいになったと思っても、カーペットをめくれば床との間にまだたくさんのゴミや塵が残っていたことが分かります。

このカーペットをめくった状態で見えているものが潜在意識です。

掃除された後のカーペットが上からはきれいに見えていて「この家の主婦は掃除上手だ」と思ったとしても、その下はこのような状態になっています。

潜在意識の中にどれほどの欲望が潜んでいるか皆さんは自分では分かりませんが、それもきれいにしなければサマーディには入れません。

ただ何も考えていなければサマーディであるというのは誤りであり、それは単なるタマス的なとても鈍い状態に過ぎません。

皆さんもこのよくありがちな間違いを犯さないよう、気をつけてください。

本から得た知識だけで、「私はアートマンである」と思い込み何の実践もせずに悟れるつもりになっている人がいますが、何の実践もせず、準備もなく、心意識が強く魂意識のない状態のままでは、サマーディは不可能です。
ラマナ・マハリシ、クリシュナムルティ、ニサルガダッタ・マハラジなどの本は数多く出版されていて、それを読んだ皆さんは自分もすぐにギャーナ・ヨーギになれると考えてしまいます。

悟りとはそんなに容易なことではないのですが、誤解したまま全く霊的進歩のない人たちがたくさんいます。実際はタマス的状態であるのに、自分はギャーナ・ヨーギだと自惚れています。
今生だけではなく前世から引き継いだサムスカーラの力はとても強く、自分はインド人/日本人、女性/男性、サラリーマン/主婦、仏教徒/キリスト教徒である、などの自己規定の根深さもサムスカーラが原因ですが、これらはすべて超越しなければなりません。
この超越は生易しいことではありませんが、超越しなければサマーディもまたありません。
そしてこの超越がどれほど大変な事かは、それにチャレンジしてみて初めて分かります。

サマーディに入るためにどれぐらいの実践、戦いが必要なのか、皆さんに理解してもらいたくて今この話をしています。

さて『ヨーガ・スートラ』の考えではアサンプラギャータ・サマーディが最高、シャンカラチャーリヤなどの著作によるとヴェーダーンタではニルヴィカルパ・サマーディが最高とされていますが、はたしてそれは本当でしょうか？
ニルヴィカルパ・サマーディ/アサンプラギャータ・サマーディが最高の状態であり、それより先はないのでしょうか？
シュリ・ラーマクリシュナの出家直弟子のスワミ・ブラマーナンダジは、

ニルヴィカルパ・サマーディを経験した後から本当の霊的生活が始まる
と語っています。

この言葉を聞いた皆さんはため息をつくかもしれませんが、ブラマーナンダジの言葉は全く正しく、それは神が無限だからです。

神が無限なら当然神の経験も無限であり、「ここまで」とリミットを区切ることはできません。

聖典にはニルヴィカルパ・サマーディが最高だという記述はありますが、シュリ・ラーマクリシュナは「私が経験したことはヴェーダ、ヴェーダーンタに書かれていることよりもっと進んでいた」と言いました。
たとえば『ラーマクリシュナの福音』の中には、『ヨーガ・スートラ』にもヴェーダーンタ聖典にもない、ラーマクリシュナ個人が経験した5種類のサマーディについて書かれています。

サヴィカルパとかニルヴィカルパ、あるいはサンプラギャータとかアサンプラギャータなどの表現はなく単にサマーディとだけ書かれていまが、5種類はそれぞれ動物の、蟻、魚、鳥、猿、蛇、を使って形容されています。
今から『ラーマクリシュナの福音』の中のその部分を読んでもらいます。
あるとき、リシケシからきている一人のサードゥがダクシネシュワルにきた。彼は私に、「なんという驚くべきことでしょう！　私はあなたの内に五種類のサマーディを拝見します」と言った。
ちょうどサルが枝から枝へととび移って一本の木を登っていくように、マハーヴァーユ、つまり大生命力も一つの中心からつぎなる中心へととび移りながら肉体の中を上昇していく、そして人はサマーディに入るのだ。人は大生命力の上昇を、まるでそれがサルの動きででもあるかのように感じるものだ。

ちょうど、魚がうれしそうに水中をスッスッと泳ぎ回るように、マハーヴァーユも肉体の中心を上昇していく、そして人はサマーディに入る。人は、大生命力の上昇を魚の動きのように感じるのだ。
枝から枝へと飛び移る小鳥のように、マハーヴァーユは、いまはこの枝へ、そしてつぎにはその枝へと、肉体という木を上昇していく。人は大生命力の上昇を、まるでそれが小鳥の動きででもあるかのように感じるものだ。

アリがゆっくりとはって行くように、マハーヴァーユは中心からつぎなる中心へと上昇する。それがサハスラーラに達すると、人はサマーディに入る。人は大生命力の上昇を、アリの動きででもあるかのように感じる。

ヘビが身をくねらせて進むように、マハーヴァーユは脊柱に沿ってジグザグに上昇し、ついにサハスラーラに到達する。そして人はサマーディに入るのだ。人は大生命力の上昇を、まるでそれがヘビの動きででもあるかのように感じる。

(2014年出版 改訂版『ラーマクリシュナの福音』1044頁　※旧版は1041頁)
5種類のサマーディについての説明でした。
では、サマーディに入ると人はどのような経験をするのでしょうか？

シュリ・ラーマクリシュナの直弟子のスワミ・アドブターナンダジも同じことを聞かれましたが、それに対する答えは「それは説明できない」でした。
シュリ・ラーマクリシュナに対しても信者たちは何度も同じ質問をしました。
サマーディに入った時の師の体は不動で意識をなくしていることは外から見て分かりますが、その時に師の内部では何が起こっているのかを知りたかったのです。
これに対してシュリ・ラーマクリシュナは、「私もできることならあなたたちにそれを伝えたいのだが、それができないのだ」と答えました。
弟子たちに対して深い愛情を持っていたシュリ・ラーマクリシュナとしては、サマーディがどんな状態か自分の経験を教えたかったのですがそれができなかったのです。
サマーディとは相対のレベルを超越した絶対のレベル、無限のレベルでの経験です。

しかしそれを普通の人々に説明しようとする時、それは相対のレベルで行わなければなりません。たとえば会話の中でそれを伝えようとすれば、有限の道具(口や喉の感覚器官)を使って、有限の手段(声、言葉)で無限の経験について説明しようとしているわけです。
これがサマーディを説明することが困難な理由です。

たとえば一般の我々でも、様々な愛(友人/親子/恋人)の経験は自分だけは分かっていても、他者に伝えることが難しいのは理解できると思います。

相対レベルでの経験である愛についてすら難しいのですから、絶対レベルの経験のサマーディについて普通の人に伝えることの難しさは推して知るべしです。
サマーディを言葉で説明することが困難であるのは承知の上で、イメージを利用した説明をしてみようと思います。
・狭い鳥かごに閉じ込められていた鳥が、かごから解き放たれて無限の空に飛び立った時の自由で至福に満ちた感情を想像してみてください。
・池の中の魚が池から解放されて海を泳ぎまわっている時の喜びを想像してください。

いずれも有限から解放されて無限を味わっている時のイメージであり、もしこれをリアルにイメージできるなら、少しだけサマーディについてのアイデアを得られるかもしれません。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダが作った讃歌がありますが、私の知る限りではサマーディについて描写している唯一の歌(詩)です。

とても美しいと同時に深遠な詩であり、スワミジのドキュメンタリー映画(DVD)の最後にこの歌が流れます。
ベンガル語で書かれていますが、スワミジ自身にニルヴィカルパ・サマーディの経験があったので、詩の内容は本物です。

(サマーディに入ると)
美しく偉大な自然はすべて消え去り　太陽もなく　美しい月もなく　かすかな光もない　

宇宙は虚空に影のように浮かんでいる　
心は存在するが宇宙は存在していながら存在していない
私意識の中で宇宙は表れては消え表れては消えることを繰り返している
しかしやがてその影も消え去る

僅かに残っていた私意識もなくなり空(くう)は空(くう)の中に入る

この状態は心と言葉を越えていて経験した者のみがそれを理解できる

[影]という言葉は「写真のような」という意味であり、非実在を意味します。

[私意識]という言葉が使われている部分は、まだ最終段階のひとつ前のサヴィカルパ・サマーディの状態の描写です。

そしてそれが最後のニルヴィカルパ・サマーディに至ると、「経験した者のみ理解できる」としか言えなくなるのです。
サマーディは至福の状態です。

釈迦もブッタガヤの菩提樹の下で瞑想してニルヴァーナ(涅槃)を経験した後、そのあまりの法悦(至福)が自分の内側に収まりきらず、それを外に向かって表現しようとして、7日間同じ場所を行ったり来たり歩き回りました。

そしてその歩いた足跡からは、蓮の花が咲いたと言い伝えられています。

外から見るとサマーディを経験した人は、これほどの喜びに満ち溢れているのです。

シュリ・ラーマクリシュナがサマーディに入った時の写真があります。

(協会発行の本の表紙を参加者に示す)

釈迦やイエスの肖像画はすべて想像で描かれたものですが、この表紙のシュリ・ラーマクリシュナの姿は絵ではなく写真です。色だけは後から上塗りされたものですが。

サマーディに入った人は計り知れないほどの喜びに満ちているのです。

『バガヴァッド・ギーター』第6章21節を見てください。

その境地にある人は、普通の感覚ではなく純粋の知性によってのみ感じ得る最上の歓喜を味わうこととなり、真理から決して離れることはない。

我々の普通の喜びの源は世俗的な感覚の対象です。

感覚、心、知性のレベルで喜びを得ています。

しかしこれらのレベルを超越した内なる自己(アートマン)を源とする喜びが至福であり、それには限度がありません。
喜びの源を外(物、本、音楽etc.)ではなく内に求めるべきなのです。

外の喜びは有限で一時的であるのに対し、内なるアートマンは無限なのでそれを源とする喜びもまた無限です。

『バガヴァッド・ギーター』では外の喜びとアートマンの喜びとにどれほど差があるのか、とても美しい表現で説明されています。

第6章22節も見てください。
これに勝るものはないという至高の境地に達すれば、たとえいかなる困難に遭おうとも、ヨーギーの心は少しも動揺することがない。
洪水になればすべてのポット、コップ、皿、池、湖が水で満ち溢れるように、至高の境地(サマーディ)では不足という感覚はなくなります。

第5章21節も見てください。

外界の感覚的快楽に心惹かれることなく、常に内なる真我の楽しみに浸っている人は、常に至高者に心を集中し、限りなき幸福を永遠に味わっている。

アートマンから得られる喜びはなくなりません。

ニルヴィカルパ・サマーディを経験したヨーギはもちろん至福を味わっていますが、それだけでなくその聖者と接する人達もまたその喜びを分かち与えられます。

たとえばシュリ・ラーマクリシュナと会った信者は、師のもとを去りコルカタに戻ってもなぜだか分かりませんが1カ月近く喜びの状態が持続していました。
コルカタの環境は世俗的だったので、やがてその喜びも徐々に薄らいではいきましたが。

ニルヴィカルパ・サマーディについて『ヨーガ・スートラ』やその他の昔の聖典に記述されてはいますが、本当にそれを経験した人はいるのでしょうか？　例はありますか？
現代社会の特徴は懐疑主義です。

現代人はあらゆることを疑い、信仰だけでは不十分ですべてについて証明を要求します。

ものごとを論理的に理解しようとする時、まず疑いから入って確認しようとするのは自然です。

現代人には神も聖典も信じていない人がたくさんいます。
このような現代人に対する証明がシュリ・ラーマクリシュナです。

近代に現れたシュリ・ラーマクリシュナは聖典の中の多くの記述が正しいことを確認しました。

シュリ・ラーマクリシュナの出家弟子の中にもニルヴィカルパ・サマーディの経験者はいます。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダジは自分からは言いませんが、我々が目にすることのできる記録によれば少なくとも3回ニルヴィカルパ・サマーディを経験しています。
スワミジとしてはもっと経験したかったのですが、シュリ・ラーマクリシュナは「宝石箱に鍵をかけ、その鍵は自分が預かっておく」と言いました。

スワミジがニルヴィカルパ・サマーディに夢中になってしまい、人々を教え導くという彼の大きな使命がおろそかにならないようにしたのです。

ブラマーナンダジもニルヴィカルパ・サマーディを何回か経験しています。

シュリ・ラーマクリシュナの伝記の作者であるフランス人作家ロマン・ロランは学究肌の人間で、何事も確認しなければ気のすまない人でした。

彼は伝記の執筆にあたって、まだ当時存命中だったラーマクリシュナの二人の直弟子と手紙のやり取りをしました。

ひとりは『ラーマクリシュナの福音』の著者であるＭさん、もうひとりがスワミ・シヴァーナンダジでした。

シヴァーナンダジがロマン・ロランに送った手紙の中には、「師であるシュリ・ラーマクリシュナの恩寵で私はニルヴィカルパ・サマーディを3回経験しました」という記述があります。

シヴァーナンダジが嘘を書く理由は何もないと思います。
スワミ・サラダーナンダジの書いた『ラーマクリシュナの生涯』の中にはニルヴィカルパ・サマーディについての記述があります。
サラダーナンダジは、「私が自分自身で経験していないことは、何ひとつ『ラーマクリシュナの生涯』の中に書きませんでした」と言っています。

サラダーナンダジは彼自身の経験を直接的にではなく、シュリ・ラーマクリシュナの経験という形で間接的に『ラーマクリシュナの生涯』の中で記述したのです。

シュリ・ラーマクリシュナを指導したことのあるトータプリ、ベナレスの聖者トライランガ・スワミ、ラマナ・マハリシなどもニルヴィカルパ・サマーディを経験していたと考えられます。

もちろん他にもニルヴィカルパ・サマーディを経験した聖者はいるはずですが、いまは私が確かだと思う人達を挙げました。

ところで人はニルヴィカルパ・サマーディを経験した後にはどのようになるのでしょうか。
ひとつの説として、ニルヴィカルパ・サマーディに入った21日後にその人は亡くなる、というのがあります。

『ラーマクリシュナの福音』の中にもこの説についての言及がありますが、これについての実際の例があります。

ヒマラヤのコンカル(Kankhal)にラーマクリシュナ・ミッションの病院があります。
この病院は僧侶と一般人の両方が利用できるのですが、コンカルはもともと僧侶たちが住む場所であり、ラーマクリシュナ僧団以外のいろいろな他宗派の僧も大勢住んでいました。

ある時多くの人に知られている有名な僧が突然無意識の状態になり、それに気付いた弟子たちはその理由がわからないまま師を入院させました。

その状態を見た病院スタッフであるラーマクリシュナ僧団の僧は、これはサマーディなのではないかと考えました。

そしてもしそうなら『ラーマクリシュナの福音』に出てくる21日後にこの世を去るという説が本当なのかどうか確認したいと考え、入院した僧の状態に絶えず注意を払っていました。
後にこのことについての報告を受けたラーマクリシュナ・ミッションボストン支部のスワミによって、この出来事の一部始終を詳細に記述した本が書かれています。

実際に問題の僧は入院してから21日後に亡くなりました。

しかし入院していた21日の間、体は全く動かず完全な昏睡状態であったにもかかわらず、その顔色は良く、表情は生き生きとして明るく輝いていました。
普通人が病気で意識を失っている場合、顔色は青ざめた土気色で血の気が失せています。
21日間はずっと明るかったこの僧の顔色は21日後に急速に変化し、彼はこの世を去りました。

このことから周りの人間は、この僧の21日間の無意識の状態がニルヴィカルパ・サマーディだったことを確認しました。

21日間この僧には生命があったのですが、それが体のどこに存在していたのかわかりません。

シュリ・ラーマクリシュナも同じで、サマーディの状態では生きてはいても死者と同じ状態で、脈も停止して眼球も動かず、医師が調べても生命のしるしが見つかりませんでした。

この時シュリ・ラーマクリシュナを診察したのはとても高名な医師でしたが、なぜこの状態で
シュリ・ラーマクリシュナが生きていられるのか説明できませんでした。
先に紹介したニルヴィカルパ・サマーディの後そのヨーギは必ず亡くなるという説がある一方、必ずしもすべてがそうではないという実例もあります。
シャンカラチャーリヤ、釈迦、イエス、シュリ・ラーマクリシュナ、そしてブラマーナンダジやスワミジもその実例です。

なぜ彼らはニルヴィカルパ・サマーディの後、まだ生き続けられたのでしょうか？

彼らは自分たちの人生の目的はすでに達成していたのですが、神の願いによって他の人々を導くためにこの世に戻ってきたのです。

ここでひとつ疑問が生じます。

前に挙げた塩人形のたとえで言うと、いったん海の水に溶けて込んで海と一体になったものが、再びもとの塩人形に戻るというのは非論理的ではないでしょうか？
個人の魂が無限のブラフマンとひとつになった時、そこにはもう自我はありません。

それがまたもとの形に戻るというのは非論理的ではありませんか？
このことについて質問されたホーリー・マザーの答えは、「神はその恩寵で、ブラフマンに溶け込んだ個人の意識(魂)をブラフマンの大海から再び回収するのです」でした。
サマーディを経験した人が自力で戻ってくるのではなく、神の力が必要なのです。

神がそうしてくれないと聖典の正しさを証明できる人もいませんし、人々を導く人もいません。

神の恩寵で海に入った塩人形もまた戻ってくることができるのです。
『ラーマクリシュナの福音』の中にこのことについてのとても美しいたとえがあります。
高い壁がありました。壁の向こうからはとても楽しそうな歌や音楽が聴こえ、明るい光も漏れてきて、向こう側にはとても大きな喜びがあることが想像できました。

3人の人間が壁の向こう側に何があるのか見てみようと考えました。

ひとりが壁に上り向こう側の世界を目撃すると、彼はすぐに壁の向こうに飛び降りました。

二人目の人間も一人目とすぐ同じく壁の向こうに飛び降りました。

三人目は壁の頂上まで上り向こう側の世界を見て、彼も前の二人と同じくすぐにでも向こうの世界に飛び降りたい衝動に駆られましたが、かろうじてそれをこらえてこちら側に戻り、彼が見た壁の向こう側の様子をこちら側の人々に伝えました。
壁の向こう側の世界にあったのが至福であり、3番目の人がニルヴィカルパ・サマーディから戻ってきた人のことです。
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